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変
形
労
働
時
間
制
!?

○
香
川
で
も
「
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
を
導
入

で
き
る
改
正
給
特
法
」
が
法
制
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、

学
校
現
場
は
年
中
忙
し
く
、
学
期
中
が
繁
忙
期
だ
か
ら

と
い
っ
て
も
勤
務
時
間
を
延
ば
せ
ば
、
仕
事
量
は
減
っ

て
い
な
い
の
で
、
更
に
退
庁
時
刻
は
遅
く
な
る
。
長
期

休
業
中
は
閑
散
期
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
仕
事
や
部
活

動
も
あ
り
実
際
休
め
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
学

期
中
の
、
夕
方
の
時
間
の
子
ど
も
の
迎
え
、
食
事
の
世

話
、
通
院
な
ど
に
、
年
休
を
取
得
す
る
必
要
が
出
て
く

る
。
１
日
８
時
間
以
上
働
か
せ
る
の
は
不
健
康
で
あ
る
。

こ
れ
以
上
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
化
さ
せ
な
い
た
め
、
運
用

の
強
制
に
は
、
皆
で
反
対
の
声
を
上
げ
よ
う
。

先
読
み
加
配
！

○
文
科
省
は
公
立
小
・
中
学
校
の
産
育
休
代
替
教
員
を

４
月
の
当
初
か
ら
配
置
で
き
る
よ
う
に
加
配
の
運
用
を

見
直
す
。
年
度
途
中
に
学
級
担
任
が
正
規
教
員
か
ら
代

替
教
員
に
切
り
替
わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
産
育
休

に
入
る
前
か
ら
配
置
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
５
月
１
日

か
ら
７
月

日
ま
で
に
産
休
と
育
休
の
取
得
予
定
者
が

31

い
る
学
校
が
対
象
。

［
三
豊
・
観
音
寺
市
教
委
に
三
０
人
以
下
学
級
実
現
な
ど
要
求
］

三
豊
・
観
音
寺
の
教
育
を
よ
く
す
る
会
（
澁
谷
光
博
会
長
）
は
署
名

に
協
力
し
て
く
れ
た
諸
団
体
の
仲
間
と
共
に
一
月
二
六
日
観
音
寺
市
の

三
野
正
教
育
長
、
一
月
三
〇
日
三
豊
市
の
長
尾
卓
也
教
育
長
に
少
人
数

学
級
拡
大
な
ど
を
要
求
し
ま
し
た
。 パ

ワ
ハ
ラ
・
困
っ
た
時
の

相
談
は
、
香
教
組
・
三
観

支
部
へ
も
連
絡

！
OK

産育休代替教員「先読み加配」を
４月より活用せよ！ =組合=

充実した配置をしたい！=教育長=

色

え
ん

ぴつ
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長
尾
卓
也
教
育
長
は
、
「
一
年
単
位

の
変
形
労
働
時
間
制
」
に
つ
い
て
、「
強

制
す
る
こ
と
は
な
い
。
（
現
場
の
状
況

を
聞
き
な
が
ら
）」
と
答
え
た
。

よ
く
す
る
会
の
「
過
去
問
題
で
は

管
理
職
が
印
刷
・
斡
旋
し
た
例
が
あ

る
。
」
の
質
問
に
対
し
て
、
「
過
重
負

担
や
本
末
転
倒
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。」
と
答
え
た
。

人
以
下
学
級
実
現
に
対
し
て
は

30
「
全
て
の
小
中
学
校
で

人
学
級
を

35

が
実
現
し
た
。

人
よ
り
多
い
の
は

31

小
学
校
で
６
学
級
、
中
学
校
で
８

学
級
で
あ
る
。」
と
回
答
し
た
。

多
忙
化
解
消
・
正
規
教
員
増
員

に
つ
い
て
は
、
「
講
師
等
、
市
で
手

配
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
教

育
の
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
化
な
ど
に
よ

り
人
数
不
足
で
あ
る
。
」
と
回
答
し

た
。文

科
省
の
産
育
休
代
替
を
４
月

か
ら
加
配
す
る
措
置
で
あ
る
「
先

読
み
加
配
」
に
つ
い
て
は
、
「
充
実

し
た
配
置
を
し
た
い
。
」
と
答
え
た
。

環
境
の
制
限
が
厳
し
く
働
き

ICT
に
く
い
。
（

要
望
書
の
提
出
、
管

ICT

理
職
へ
の
届
け
出
制
、
カ
ラ
ー
コ

ピ
ー
の
枚
数
制
限
、
教
員
一
人
に

一
台
な
し
・
・
・
）
に
関
し
て
、「
現

場
の
実
体
を
知
る
た
め
の
調
査
で

あ
る
。
教
員
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
来

年
度
増
や
す
予
定
で
あ
る
。」

給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
、
「
来

年
度
か
ら
は
市
が
集
金
業
務
を
す

る
。
支
払
い
に
つ
い
て
は
受
益
者

負
担
で
あ
る
。」
と
答
え
た
。

学
校
統
廃
合
で
地
域
が
衰
退
す

る
意
見
に
対
し
て
は
、
「
３
月
に

地
域
協
議
会
を
立
ち
上
げ
進
め
て

行
く
。
中
学
校
が
３
校
・
４
校
等

は
、
今
の
所
は
白
紙
で
あ
る
。
声

を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
。
」
と
答

え
た
。

※

※

※

※

三
野
正
教
育
長
は
、
「
一
年
単

位
の
変
形
労
働
時
間
制
」
に
つ
い

て
、「
今
の
と
こ
ろ
予
定
は
な
い
。
」

と
答
え
た
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
・
学
習
状
況

調
査
な
ど
の
過
去
問
題
を
授
業
を

つ
ぶ
し
て
で
も
実
施
す
る
な
ど
石

川
県
で
は
問
題
（
香
川
県
で
も
近

い
状
況
あ
り
）
に
な
っ
て
い
る
が
、

も
う
や
め
て
は
ど
う
か
。
の
意
見

に
「
テ
ス
ト
を
参
考
に
改
善
し
た

り
、
単
元
の
ま
と
め
と
し
た
り
す

る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
」
と
答

え
た
。

「
正
規
の
教
員
の
増
員
を
。
」

の
要
望
に
は
、
「

人
以
下
学
級

35

は
実
現
し
た
。
特
別
支
援
学
級
の
定

数
８
人
に
つ
い
て
は
市
と
し
て
強
く

減
ら
す
要
望
を
し
て
い
る
。
（
加
配

と
教
室
に
つ
い
て
も
）
」
と
答
え
た
。

多
忙
化
解
消
を
進
め
よ
。
タ
イ
ム

カ
ー
ド
と
出
勤
簿
の
両
方
は
い
ら
な

い
と
い
う
意
見
に
関
し
て
は
、
「
出

勤
簿
が
あ
る
と
勤
務
の
状
況
が
把
握

し
や
す
く
な
る
。」
と
述
べ
た
。

教
員
未
配
置
問
題
に
お
い
て
、
産

育
休
代
替
を
４
月
か
ら
補
充
し
勤
務

さ
せ
る
「
先
読
み
加
配
」
に
つ
い
て

文
科
省
か
ら
通
知
が
来
て
い
る
は
ず

だ
。
活
用
し
て
欲
し
い
。
の
質
問
に

「
教
職
員
が
増
え
る
の
な
ら
い
い
と

思
う
。」
と
答
え
た
。

学
校
ト
イ
レ
の
生
理
用
品
設
置
に

関
し
て
は
、
「
ス
ト
ッ
ク
は
あ
る
。

養
護
教
諭
に
指
導
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
る
。」
と
答
え
た
。

要求を聞き取る長尾卓也教育長 要求をするよくする会の代表

三豊市教育委員会教育長 長尾 卓也 殿

観音寺市教育委員会教育長 三野 正 殿

三豊・観音寺の教育をよくする会会長 澁谷光博

ゆきとどいた教育を求める要求書
【要求の趣旨】

いまコロナウイルス感染と貧困と格差拡大が子どもたちの教育に大きな影

響を与えています。私たちは日本国憲法、子どもの権利条約に基づいて、す

べての子どもたちに確かな学力と民主的な人格を形成する教育を実現しなけ

ればならないと考えています。こうした趣旨の下に「ゆきとどいた教育を求める

香川県署名」に取り組み、今年度は三豊・観音寺市で約１６５０筆を越えて集

約しました。その活動の中で、三豊・観音寺の教育について以下のような声が

あがっていました。 早急に改善されるよう強く要求します。

【要求事項】

１ 教職員の過労死を招く変形労働時間制を市で強制しないでください。

２ 全国学力テストや学習状況調査はやめるよう働きかけてください。

３ 子どもと直接向き合う正規の教職員を増員するよう国や県に働きかけてく

ださい。そして、「三密」を避けるためにも２０人学級を実現するよう国や県に

働きかけてください。また、特別支援学級の定員数を改善するよう国や県に

働きかけてください。

４ 教職員の勤務時間を守るよう指導してください。また、教職員の多忙化を

解消するために多忙化の原因を分析し、多忙化を解消してください。

５ 小・中学校の教材費、給食費など学校納付金を無償にしてください。

６ 小学校の外国語活動、 ICT 教育について、子どもたちや教師の負担増に
ならないようにしてください。

７ 子どもたちに安全でおいしい給食を提供するために、地産地消の推進、そ

して、安全な食材で、ていねいな調理をしてください。また、大型給食センタ

ー建設は、ＰＦＩを見直してください。

８、その他 （夏休み短縮・土曜授業・パワハラ・学校訪問の簡素化・ IC カー
ドのデータ希望・不登校児や問題行動児の増加 等）


